第４回東アジア環境市民会議
「東アジアの水汚染と健康～新潟水俣病の経験に学ぶ～」

　中国では経済発展に伴って増加する工場や鉱山からの排水が河川や地下水を汚染
し、その水を生活に利用してきた人びとが消化器系の癌にかかるといった健康被害が
発生しています。こうした健康被害が多発する地域は“ガン村”と呼ばれ、中国各地
でその発生が報告されています。この深刻な課題について、中国の草の根環境NGO
が、実態の把握と汚染防止などに努力していますが、どのように対処すべきかについ
て手探りの状態です。

　かつて水汚染による健康被害に直面した日本の新潟水俣病の経験を、中国の水汚染
に取り組む人びとに伝え共有し、同じ悲劇を繰り返さないようにすることは、持続可
能な東アジアの形成につながるはずです。

　そこで、現場で河川の汚染防止などの活動をしている中国の草の根環境NGOスタッ
フを新潟水俣病の発生地に招き、水俣病をめぐる日本の経験について正しく伝えるこ
とで、半世紀を経た今でも解決されてはいない水俣病と同様の悲劇を、中国で拡大・
発生させないために、東アジアの市民は何ができるのかを大いに議論したいと思いま
す。ふるってご参加ください。

  a.. 日時：2008年10月11日（土）14時～18時　※終了後、懇親会（参加費：3,000
円）


  10月12日（日）14時～17時
  b.. 場所：朱鷺メッセ　国際会議場　マリンホール（新潟県新潟市中央区）
  c.. 参加費：無料　※要事前申込
  d.. 主催：東アジア環境情報発伝所／新潟水俣病安田患者の会
  e.. 後援：新潟県・新潟市
  f.. 協力：日本環境会議／新潟水俣病共闘会議


■プログラム

〈第１部〉「東アジアにおける水汚染の実態」
（10/11）　14:00～18:00
14:00　開会挨拶
    廣瀬稔也（東アジア環境情報発伝所代表）
    権瓶晴雄（新潟水俣病安田患者の会代表）
14:10　来賓・ゲスト挨拶新潟県
    新潟市
    李力（中国環境友好公益協会　会長）
    崔洪成美（韓国環境運動連合　幹事）
14:30　基調講演「東アジアの市民に伝えたいこと～新潟水俣病の教訓」
    関礼子（立教大学準教授　環境社会学）
    コメント：具滋相（釜山韓国環境運動連合　代表）
    寺西俊一（一橋大学大学院経済学研究科教授）
15:30　報告「新潟水俣病と向き合って」
    斉藤恒(木戸病院名誉医院長）
16:00　休憩
16:15　報告「淮河汚染防止～流域限定評価と市民運動」
    霍岱珊（淮河衛士会長）
16:30　報告「母なる川を保護する～緑色漢江が行動する」
    葉福宜（緑色漢江秘書長）
16:40　報告「環境にやさしい提案を選び、企業の環境対策に監視の目を」
    竇麗麗（緑家園）
16:50　報告「遼河の汚染は深刻～NGOが警告」
    劉徳天（盤錦ズグロカモメ保護協会　会長）
17:00　質疑
17:20    報告「NGOが水資源を保護するに当たり、果たすべき役割」
    王麗娜（江蘇緑色の友秘書長）
17:25　報告「松花江流域水汚染が周辺地域住民健康にもたらす影響」
    張亜東（緑色龍江幹事長）
17:30　報告「北京郊外農村部の飲用水安全確保及び廃水の再資源化」
    馬偉芳（北京持続可能な発展促進会環境部長）
17:35　報告「揚子江健康運動」呉登明（重慶緑色ボランティア連合会　会長）
17:40　質疑（20分）
18:00　第１部　終了
18:30 交流会（～20:30）

〈第２部〉「東アジアの水汚染解決に向けて」
２日目（10/12）　14:00-17:00
14:00　報告「日本の市民が水汚染問題に果たした役割」
    谷洋一（アジアと水俣を結ぶ会　事務局長）
14:30　報告「韓国の市民が水汚染問題に果たした役割」
    李喆宰（韓国環境運動連合）
15:00　休憩
15:15　提案「中国における水汚染を防ぐために」
    相川泰（東アジア環境情報発伝所運営委員／鳥取環境大学准教授）
15:45　討論
16:50　閉会の挨拶
    旗野秀人（新潟水俣病安田患者の会事務局長）

■申し込み・お問い合わせ

東アジア環境情報発伝所
〒102-0083
東京都千代田区麹町2－7－3　半蔵門ウッドフィールド２F
Tel：03-3263-9022　　 Fax：03-3263-9463
Email： info@eden-j.org
